
美唄市公共施設等総合管理計画(素案)に対するご意見と市の考え方について 

 

パブリック・コメント手続による意見提出が 3 件あり、いただいたご意見に対する市の考

え方を次のとおり整理しました。 

 

意見の要旨 市の考え方 

１． 

人口減少と少子高齢化を見据え、将来世

代の負担を軽減するためには、公共施設の

ダイエット化が必要である。 

老朽化あるいは、閉鎖した公共施設を解

体せずに放置すると、景観の悪化だけでは

なく、放火等、治安上の危険もある。公共施

設の解体を支援する制度も活用し、住民の

安全を守り、財政負担軽減に向けて取り組

むべきである。 

コンパクトシティーの推進に向けて勇敢

に突き進んでほしい。 

 

いただいたご意見は、本市が計画の策定

に至った経緯及び策定の目的に合致するも

のです。 

美唄市公共施設等総合管理計画の基本方

針である「施設総量の適正化」、「長寿命化・

品質適正化」、「財政負担の軽減」に基づき、

ご意見も踏まえながら、計画を推進してま

いります。 

 

２． 

公共施設等は、地方自治法において「住民

の福祉を増進する目的をもってその利用に

供するための施設」と定義される「公の施

設」である。今回の計画策定にあたっては、

財源対策や統廃合のための視点ではなく、

どのように利活用すれば、住民・コミュニテ

ィが人間的・社会的・経済的に元気になるの

かという視点が決定的に重要である。 

各施設は利用者本位の運用を図るべきで

ある。 

 

本市としても、公共施設等の管理は、まち

づくりに直結するものと考えており、計画

の基本理念においても「市民が活き活きと

暮らせる魅力あふれるまちづくりの推進」

を目的としているところです。 

今後も必要な住民サービスを継続的かつ

安定的に提供していくためには、やはり財

政面での検討も不可欠でありますが、ご指

摘のあった、各施設における利用者本位の

運用については、今後も継続してまいりま

す。 

 



３． 

郷土史料館に展示すべき史料がまだあ

る。それらを展示するため、可能であれば郷

土史料館を増築するとか、利用率の低い施

設を第二郷土史料館として活用してはどう

か。 

 

今回の美唄市公共施設等総合管理計画

は、公共施設の現状と課題を把握し、持続的

に公共施設及び市民サービスを提供してい

くための基本方針を定めるものです。 

郷土史料館を含め、個別の施設をどのよ

うに管理・運営していくのかは、それぞれの

施設について市民の皆様方と十分議論をし

ながら進めてまいりたいと考えておりま

す。今回いただいたご意見は、郷土史料館の

今後のあり方を考える上で参考にさせて頂

きます。 

 


